　ジェネリック医薬品の普及・促進へ　
４月から処方せんの様式が変わります ――健保連から
　４月から、診療報酬が改定されます。診療報酬とは、医療機関が行う診療行為に対して公的医療保険から支払われる報酬のことです。このほど中央社会保険医療協議会（中医協）で具体的な改定内容がまとまりましたが、皆さんが窓口で支払う自己負担額にも影響してきます。
　今回の改定では４月から、医師が記入する「処方せん」の様式も変更され、ジェネリック医薬品（後発医薬品）への変更がしやすくなる仕組みに改められました。 
　新しい処方せんでは、医師がジェネリック医薬品へすべて変更することに差し支えがあると判断した場合にだけ「変更不可」欄に署名か記名・押印することになり、それ以外はジェネリック医薬品への変更可能が原則となります。 
　では最近、報道やテレビＣＭなどでもよく耳にする「ジェネリック医薬品」とはどんな薬なのでしょう。これは医師から処方される医療用医薬品のなかで、新薬（先発医薬品）の特許期間の終了後、製薬会社が厚生労働省に承認申請し、製造・販売が認められた薬をいいます。新薬と同じ有効成分を同じ量含み、同じ用法・用量の薬であることが定義されています。 
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　ジェネリック医薬品は、新薬に比べて開発費が安くすむため、薬によっては半額くらいになるものもあります。皆さんが支払う負担額を軽減し、国全体の医療費の節減にもつながります。処方せん様式の変更は、政府が進めているジェネリック医薬品の普及を促し、厳しさが続く医療保険財政にも大きなメリットをもたらすものです。 
　ただし、すべての薬にジェネリック医薬品があるとは限りません。薬の種類や処方など詳しいことについては、医師や薬剤師にご相談ください。
　健保連も「患者中心の医療の実現」、「医療費の適正化」などの観点から、ジェネリック医薬品の普及・促進に取り組んでいます。これからも健保組合とともに、ジェネリック医薬品に関する情報を提供し、皆さん方の理解が一層深まるよう積極的に活動していきます。
